
都立大島海洋国際高等学校長 殿
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○本船動静

　気仙沼港入港予定：5月14日13時00分　

【学校側コメント】
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船　名 大　島　丸 情報発信日時　 月年 5 14
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　昨日は、昼頃から風速も弱まり穏やかな海況になりました。本日の起床後は、船尾デッキに集合して

点呼・体操。体操の時、教官から指摘を受けました。その内容は、「声が小さい！体操は身体をほぐし

て、自身の眠気を覚まし、いち早く通常の心身にするために行う意味もある。そのために一つ一つの動

作はゆっくりとするように！と事前に注意してあった筈であるが出来ていない。」今一つ覇気のない今

朝の１４名でした。明日の点呼・体操では教訓を活かすことの出来る14名であることを期待します。さ

て、本日は、午前中に底魚釣り実習に使用する釣具作成作業。一人一人、船員さんや教官から手ほどき

を受けて釣具作成。作成した釣り具は、釣り実習で、実際に自分で使用します。それだけに手付きも真

剣に真面目に取り組んでいました。甲板長・教官からは、実際の場面・状況下での諸注意点も講義を受

けました。数日後に始まる底魚釣り実習では、本日の講義内容と実際を心に刻み,取り組んで欲しいと

思っています。少し早めの昼食を済ませて12時半に入港S／B、13時に気仙沼港入港、指定された岸壁に

着岸。午後は時間的に余裕があれば、付近探索の自由上陸になります。

3.11の東日本大震災で大きな被害を受けて、今は見事に復興している気仙沼港の様子を観てきて欲しい

と思っています。明日の全体上陸に備えるためにも、探求系生徒らしく、自由上陸とはいえ、周囲の様

子に気配りしながら、しっかりと見学するための下見にしてもらえればと思います。
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